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Adipose-derived mesenchymal stromal cells prevented rat vocal fold scarring 

（脂肪由来間葉系間質細胞はラットの声帯瘢痕化を予防した） 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究はラットを用いて声帯損傷急性期モデルを作成し、局所に移植した脂肪由来間葉

系間質細胞（ASCs）の影響を組織学的な変化、遺伝子発現量変化の面から検討したもので

ある。その結果、ASCsは声帯に内在する細胞に働きかけて塩基性線維芽細胞増殖因子（bFGF）、

肝細胞増殖因子（HGF）の産生を促すことが判明した。また、ASCsはこれらの細胞増殖因子

が持つ抗線維化作用によって声帯粘膜固有層への過剰なコラーゲン沈着を予防し、声帯損

傷後の瘢痕化を抑制することが示唆された。本論文の内容はASCsの声帯瘢痕化予防を示唆

するものであり、難治性疾患である瘢痕声帯に対して細胞治療を応用した再生医療に繋が

る橋渡し的研究として明らかに学術水準を高めたものと認める。 


